
 

（ 計 画 名 ） 伊那谷区域都市開発区域建設計画 

（策定主体） 長  野  県 

（地域の課題） 

  ○  総合的な交通ネットワークを形成する必要がある。 

  ○  情報通信基盤の高度化を進め、マルチメディアの活用を進める必要がある。 

  ○  生活基盤等の整備を推進し、より住みやすい地域づくりを進めるとともに、少

子高齢社会に対応した地域の福祉の充実を図る必要がある。 

  ○  自然と調和し景観に配慮した街並みを形成するとともに、三遠南信地域や県内

他地域間の広域的な交流を進め、連携を強めていく必要がある。 

 

（計画の概要） 

(1) 様々な交流の拡大 

  ○  三遠南信道路、伊那木曽連絡道路、中央新幹線の調査を進めるとともに、主要

都市間を結ぶ道路、生活道路等の整備を推進し、総合的な交通ネットワークの形

成を図る。 

  ○  全国トップクラスの普及が進んでいるＣＡＴＶ網について、その高度な活用と

高度情報化に対応した情報・通信基盤の整備を図る。 

  ○  特色ある伝統芸能、自然、郷土食等の地域資源を生かし、地域の活力を創出す

る広域イベントの開催などにより、交流の拡大を図る。また、三遠南信道路信の

整備を視野に入れながら、広域的な観光ルートの整備等により、魅力ある観光レ

クリエーションゾーンの形成を図る。 

 

(2) 自然と人、人と人との共生 

  ○  南信州の雄大で豊かな自然環境との調和を図り、景観に配慮しながら、街路、

河川、下水道、住宅などの生活基盤を整備し、住みよい圏域の形成を推進する。

  ○  大規模地震対策特別措置法に基づく地震防災対策強化地域に指定されているこ

とから、地震防災計画に基づく防災体制の確立と地震対策緊急整備事業の推進を

図る。 

 

 (3) 地域の活力の創造 

  ○  新規創業や既存企業の新分野展開などを総合的に支援するとともに、産学官交

流などを進め、高度先端技術産業の拠点地域の形成を図る。 

  ○  天竜川河岸段丘などの整備された農業生産基盤や地域特性を生かし、効率的な

経営体の育成や地域営農システムの推進など、気候・風土を生かした付加価値の

高い農林業の振興を図る。 

  ○  地域の特性を生かした自主的・主体的な地域づくりの取り組みや、地域づくり

を担う人材の育成などを推進する。 

 


